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東京証券取引所 TOKYO PRO Market上場に伴う当社決算情報等のお知らせ 

 

 

当社は、本日 2026 年 2 月 20 日、株式会社東京証券取引所 TOKYO PRO Marketに株式を上場いたし

ました。引き続き変わらぬご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

なお、当社の業績予想は次のとおりであり、また、最近の決算情報等につきましては別紙のとおりで

あります。 

 

 

（単位：百万円、％） 

 

 

決算期項目 

2026年 12月期（予想） 2025年 12月期 

 構成比 

（％） 

対前期増減比 

（％） 

 構成比 

（％） 

売上高 1,022 100.0 10.0 929 100.0 

営業利益 43 4.2 △37.3 68 7.4 

経常利益 43 4.2 △38.2 69 7.5 

当期純利益 28 2.8 △56.3 65 7.0 

1株当たり当期純利益 25.43 円 58.25 円 

1株当たり配当金 未定 0.00 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【2026 年 12 月期予想の前提条件】  

１． 当期全体の見通し  

日本の医療分野においては、看護助手の人材不足が長期的かつ構造的な課題となっております。高齢化の

進展に伴い医療・介護サービスの需要は一層拡大している一方で、病院は十分な人材を確保できず、人件費

や採用コストの増加が経営を圧迫する状況が続いております。 

 このような環境のもと、当社は医療機関向けに看護助手派遣事業を展開しております。派遣前の面談や研

修を通じて離職率の低下を図り、定着率を高めることで、病院が直面する人材不足の解消に寄与しておりま

す。 

今後も、国内における看護助手需要の拡大に的確に対応するとともに、将来的には海外市場における医療

人材ニーズにも応えられるよう、事業基盤の一層の強化を進めてまいります。 

 

２．業績予想の前提条件  

(１) 売上高  

当社の売上高は、医療機関向け看護助手派遣サービスの提供によって構成されております。 

病院が長年にわたり十分な数の看護助手を確保できないという課題に対し、当社は派遣開始前に面談や助

言を行うことで、その要因を明確化し、解決策を提示しております。そのうえで、当社が独自に育成した看

護助手を派遣することにより、看護助手不足の解消に貢献しております。これが当社の独自性であり、競争

力の源泉となっております。 

これらの結果、売上高は 1,022 百万円（前期比 10.0％増）を見込んでおります。 

 

(２) 売上原価、売上総利益 

売上原価は、看護助手派遣サービスの提供に関連する看護報酬、研修費用、旅費交通費等によって構成さ

れております。 

これらの結果、売上原価は 679 百万円（前期比 11.9％増）、売上総利益は 342 百万円（前期比 6.5％増）を

見込んでおります。 

 

(３) 販売費及び一般管理費、営業利益  

販売費及び一般管理費は、主に人件費、賃借料、支払報酬、広告宣伝費など、事業運営に必要な経費で構

成されています。 

これらの結果、営業利益は 43 百万円（前期比 37.3％減）を見込んでおります。 

 

(４) 営業外損益、経常利益  

営業外収益及び営業外費用については、過去の実績や今後の資金調達環境等を踏まえて見積もっておりま

す。 

これらの結果、経常利益は 43 百万円（前期比 38.2％減）を見込んでおります。 

 

(５) 特別損益、当期純利益  

特別利益・特別損失は見込んでおりません。 

これらの結果、当期純利益は 28 百万円（前期比 56.3％減）を見込んでおります。 

また、1 株当たり当期純利益は 25.43 円を見込んでおります。 

 

 

 



 

【業績予想に関するご留意事項】 

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手可能な情報および合理的である

と判断する一定の前提に基づいております。 

なお、実際の業績は、経済状況の変化、市場環境の変動、他社との競合状況、規制の変更等の様々な要因に

より、記載内容とは大きく異なる可能性があります。 

 

以上 
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(百万円未満切捨て)

１．2025年12月期の業績（2025年1月1日～2025年12月31日）
（１）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年12月期 929 37.5 68 － 69 － 65 －
2024年12月期 675 △3.3 △45 － △45 － △45 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年12月期 58.25 － 23.0 17.1 7.4
2024年12月期 △40.73 － △16.6 △12.3 △6.8

(参考) 持分法投資損益 2025年12月期 百万円 2024年12月期 -百万円

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年12月期 462 316 68.4 282.88
2024年12月期 354 251 70.9 224.62

(参考) 自己資本 2025年12月期 316百万円 2024年12月期 251百万円

（３）キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2025年12月期 83 △1 － 361
2024年12月期 △22 － － 279

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率中間期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年12月期 0.00 0.00 0.00 ー ー ー
2025年12月期 0.00 0.00 0.00 ー ー ー

2026年12月期(予想) － － － ー

（注）2026年12月期の配当予想につきましては、現時点では未定であります。今後の業績動向、財務状況等を総合的に

勘案の上、決定次第公表いたします。

３．2026年12月期の業績予想（2026年1月1日～2026年12月31日）
(％表示は、通期は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 1,022 10.0 43 △37.3 43 △38.2 28 △56.3 25.44



※ 注記事項
（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（２）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年12月期 1,120,000株 2024年12月期 1,120,000株

② 期末自己株式数 2025年12月期 －株 2024年12月期 －株

③ 期中平均株式数 2025年12月期 1,120,000株 2024年12月期 1,120,000株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び

合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のもの

ではありません。また、実際の業績等は様々な要因により、大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当事業年度における当社を取り巻く世界情勢は、ロシア・ウクライナ情勢の長期化に加え、中東地域における

地政学的リスクの継続などにより、依然として先行き不透明な状況が続きました。金融環境の面では、欧米諸国

において金融政策の転換が進む一方、日本では金融正常化の動きが定着し、金利動向や外国為替相場の変動が企

業活動および消費動向に影響を及ぼしました。実体経済においては、海外経済の回復の遅れが懸念される一方、

国内ではインバウンド需要の回復が継続したものの、物価上昇の影響等により、消費動向の先行きについては引

き続き慎重な見方が求められる状況となりました。

当社が属する医療業界におきましては、医師の働き方改革の本格施行を背景として、医師から看護師へのタス

クシフトが当事業年度においても継続して進展いたしました。これに伴い、看護師が看護の専門性を十分に発揮

できる体制構築の重要性が高まり、看護チームにおける役割分担の見直しや、看護助手の活用に対するニーズは

引き続き高い水準で推移いたしました。

このような事業環境のもと、当社は前期に引き続き看護助手派遣社員の積極的な採用および定着支援に取り組

むとともに、営業体制の見直しおよび提案力の強化を進めてまいりました。特に、医療機関のニーズに即した営

業活動を推進したことにより、新規取引先の開拓が進展いたしました。その結果、事業年度後半においては業績

が回復基調で推移し、通期では前期を大きく上回る成果を得ることができました。

この結果、売上高929,168千円（前期比37.53％増）、営業利益68,791千円（前期は営業損失45,964千円）、経

常利益69,830千円（前期は経常損失45,419千円）、当期純利益65,244千円（前期は当期純損失45,624千円）とな

りました。

なお、当社は看護助手派遣事業の単一セグメントであるため、セグメント別の業績の記載をしておりません。

（２）当期の財政状態の概況

(資産)

当事業年度末における資産は462,918千円となり、前事業年度末に比べ108,066千円増加いたしました。これは

主に、現金及び預金82,226千円の増加、売掛金23,818千円の増加によるものであります。

(負債)

当事業年度末における負債は146,095千円となり、前事業年度末に比べ42,822千円増加いたしました。これは主

に、未払消費税等26,127千円、未払費用12,900千円の増加によるものであります。

(純資産)

当事業年度末における純資産は316,822千円となり、前事業年度末に比べ65,244千円増加いたしました。これ

は、当期純利益65,244千円の計上により利益剰余金が増加したことによるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

当事業年度末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、361,490千円となり、前事業年度末に比べ

82,226千円増加いたしました。当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりで

あります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度における営業活動によるキャッシュ・フローは、83,911千円の資金の増加（前事業年度は22,469千

円の資金の減少）となりました。これは主に、税引前当期純利益69,830千円の計上、未払消費税等の増加26,127

千円、売上債権の増加23,818千円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度における投資活動によるキャッシュ・フローは、1,685千円の資金が減少いたしました。（前事業年

度資金は増減なし）。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度における財務活動によるキャッシュ・フローは、資金の増減がありませんでした（前事業年度も資
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金の増減はなし）。

（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、海外経済の回復動向に加え、エネルギー価格や原材料価格の変動、ウクライナ

情勢や中東地域における地政学的リスクの継続など、事業環境を取り巻く不確実性が依然として高い状況が続く

ものと予想されます。また、近年は各国における経済安全保障政策の動きや保護主義的な動向の強まりなど、国

際的な経済秩序の変化が企業活動に影響を与える可能性も指摘されております。

国内においては、2025年に新たな政権が発足し、経済・産業政策の見直しが進められていることから、雇用・

労働環境の変化や企業活動への影響にも留意が必要と考えております。こうした国内外の環境変化を踏まえ、当

社は、外部環境の複雑化を的確に把握しながら、機動的かつ柔軟な事業運営に取り組んでまいります。

当社が属する医療業界におきましては、看護師・看護助手のニーズは引き続き高い水準で推移すると見込まれ、

当社は、安定的な人材供給体制と教育・研修の充実を図るなど、継続的な取り組みを進めてまいります。また、

事業基盤の安定化および管理体制の強化を一層推進することで、事業の持続的成長を目指してまいります。

以上の見通しのもと、2026年12月期の業績につきましては、売上高1,022百万円（前期比10.0％増）、営業利益

43百万円（前期比37.3％減）、経常利益43百万円（前期比38.2％減）、当期純利益28百万円（前期比56.3％減）

を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は、財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で財務諸表を作成する

方針であります。

なお、IFRS（国際財務報告基準）の適用については、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であ

ります。
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３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2024年12月31日)

当事業年度
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 279,264 361,490

売掛金 58,622 82,440

貸倒引当金 - △1,587

貯蔵品 149 146

前払費用 1,588 1,637

その他 3,011 4,587

流動資産合計 342,636 448,715

固定資産

有形固定資産 - 1,402

投資その他の資産

敷金及び保証金 12,115 12,109

繰延税金資産 - 590

その他 100 100

投資その他の資産合計 12,215 12,800

固定資産合計 12,215 14,202

資産合計 354,851 462,918
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(単位：千円)

前事業年度
(2024年12月31日)

当事業年度
(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

未払金 2,202 2,672

未払費用 63,248 76,148

預り金 23,911 22,316

未払法人税等 200 5,118

未払消費税等 8,261 34,389

流動負債合計 97,823 140,645

固定負債

資産除去債務 5,450 5,450

固定負債合計 5,450 5,450

負債合計 103,273 146,095

純資産の部

株主資本

資本金 13,000 13,000

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 238,578 303,822

利益剰余金合計 238,578 303,822

株主資本合計 251,578 316,822

純資産合計 251,578 316,822

負債純資産合計 354,851 462,918
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2024年 1月 1日
至 2024年12月31日)

当事業年度
(自 2025年 1月 1日
至 2025年12月31日)

売上高 675,588 929,168

売上原価 454,203 607,638

売上総利益 221,384 321,530

販売費及び一般管理費 267,349 252,739

営業利益又は営業損失(△） △45,964 68,791

営業外収益

受取利息 28 378

受取配当金 2 2

助成金収入 195 -

広告収入 74 298

還付加算金 164 -

違約金収入 50 -

その他 29 360

営業外収益合計 545 1,038

経常利益及び経常損失(△） △45,419 69,830

税引前当期純利益及び税引前当期純損失(△） △45,419 69,830

法人税、住民税及び事業税 204 5,176

過年度法人税等 0 -

法人税調整額 - △590

法人税等合計 204 4,585

当期純利益又は当期純損失(△） △45,624 65,244
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 2024年 1月 1日 至 2024年12月31日

(単位：千円)

株主資本

純資産合計資本金

利益剰余金

株主資本合計その他剰余金
利益剰余金合計

繰越利益剰余金

当期首残高 13,000 284,202 284,202 297,202 297,202

当期変動額

当期純損失(△） － △45,624 △45,624 △45,624 △45,624

当期変動額合計 － △45,624 △45,624 △45,624 △45,624

当期末残高 13,000 238,578 238,578 251,578 251,578

当事業年度(自 2025年 1月 1日 至 2025年12月31日)

(単位：千円)

株主資本

純資産合計資本金

利益剰余金

株主資本合計その他剰余金
利益剰余金合計

繰越利益剰余金

当期首残高 13,000 238,578 238,578 251,578 251,578

当期変動額

当期純利益 － 65,244 65,244 65,244 65,244

当期変動額合計 － 65,244 65,244 65,244 65,244

当期末残高 13,000 303,822 303,822 316,822 316,822
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2024年 1月 1日
至 2024年12月31日)

当事業年度
(自 2025年 1月 1日
至 2025年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益又は税引前当期純損失(△） △45,419 69,830

減価償却費 - 282

受取利息及び受取配当金 △30 △380

棚卸資産の増減額(△は増加) - 3

売上債権の増減額(△は増加) △18,675 △23,818

貸倒引当金の増加額 - 1,587

前払費用の増減額(△は増加) 1,518 △49

その他の流動資産の増減額(△は増加) △32 △1,575

未払金の増減額(△は減少) △627 470

未払費用の増減額(△は減少) 7,383 12,900

預り金の増減額(△は減少) 4,758 △1,594

未払消費税等の増減額(△は減少) 10,710 26,127

その他(△は減少) 0 6

小計 △40,413 83,789

利息及び配当金の受取額 30 380

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 17,913 △258

営業活動によるキャッシュ・フロー △22,469 83,911

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 - △1,685

投資活動によるキャッシュ・フロー - △1,685

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) △22,469 82,226

現金及び現金同等物の期首残高 301,734 279,264

現金及び現金同等物の期末残高 279,264 361,490
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

当社は、看護助手派遣事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。

(持分法損益等)

該当事項はありません。

(１株当たり情報)

前事業年度
(自 2024年 1月 1日
至 2024年12月31日)

当事業年度
(自 2025年 1月 1日
至 2025年12月31日)

１株当たり純資産額 224.62円 282.88円

１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失（△）

△40.73円 58.25円

(注) 1．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの当社株式は非上場であり

期中平均株価が把握できないため記載しておりません。

2．１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前事業年度
(自 2024年 1月 1日
至 2024年12月31日)

当事業年度
(自 2025年 1月 1日
至 2025年12月31日)

当期純利益又は純損失（△）（千円） △45,624 65,244

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式に係る当期純利益又は当期純損失（△）

（千円）
△45,624 65,244

普通株式の期中平均株式数(株) 1,120,000 1,120,000

3．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前事業年度末
(2024年12月31日)

当事業年度末
(2025年12月31日)

純資産の部の合計額(千円) 251,578 316,822

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 251,578 316,822

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(株)

1,120,000 1,120,000

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


